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研究成果の概要（和文）：従来のアパタイト透明体の製造法であるハードな高温・高圧プロセスでは高結晶性かつ結晶
粒の大きな透明体しか得られない。本研究課題では、ソフトプロセス（低温操作）によるナノ粒子集合化について詳細
な検討を行うことで、生体骨ミネラルに近い低結晶性アパタイトナノ粒子からなる透明体の開発とその組成制御および
構造制御に成功した。さらに、開発した低結晶性アパタイト透明体上での細胞挙動を観察し、歯科材料としての機能発
現に係るナノ構造の影響を検討した。

研究成果の概要（英文）：Hydroxyapatite (HAp) exhibits excellent cell adhesion because of favorable adsorpt
ion capacity of its surface for bioactive substances such as cell-adhesive proteins. Although transparent 
HAp ceramics are prepared via a high-temperature and high-pressure sintering process, the composition and 
structure of the sintered HAp have limited variety, and are largely different from natural bone apatite. I
n this study, a low-crystallinity transparent HAp was developed via a low-temperature nanoparticle assembl
ing conditions. The low-crystallinity transparent HAp developed here had nanosized pores among the particl
es, and showed low crystallinity with high surface area, which is largely different from the conventional 
transparent HAp sintered ceramics. Cell adhesion and proliferation on the low-crystallinity transparent HA
p could be directly observed with an optical microscope, and significantly influenced by the nanostructure
 of the transparent HAp.
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１．研究開始当初の背景
 ハイドロキシアパタイト（以下、アパタイ
ト）は、歯や骨などの硬組織の主成分であり、
タンパク質吸着性やイオン交換性に優れる。
人工的に製造されたアパタイトも硬組織
よびその
材などとして
ような生物学的特性を評価する
は、再生医療
胞増殖
合、細胞
が望まれる
製造された
で不透明である。
 光を材料に入射した場合、
体による光吸収、および、光の波長程度の大
きさの粒子（あるいは粒子間の空隙）による
光散乱を経て、残ったものが透過光として観
察される。アパタイト自体
光吸収はないため、材料自体による光吸収に
ついては考慮する必要がない。つまり、
となる粒子の粒子径を可視光線の波長より
も十分小さくし、さらに、
する粒子間隙
で透明体が得られる
 これまでに、
（例えば、
トプレス法
うことで粒子間
明体が作製されている。これらは高温・高圧
条件が必須のため
利である。また、高温処理時にアパタイトは
結晶化して
の結晶粒となる。
うな数十
パタイトを用いて透明体を作製した例は、こ
れまでになかった。
 そのような中で、申請者はこれまでに、エ
マルション法（制限されたミセル内でのナノ
粒子作製法）によって数十
ズの低結晶性アパタイト粒子を調製し、精製
後に得られるアパタイト
液を室温で乾燥させる
って透明体
とを見出している
粒子を作製する方法
（水中での沈殿反応）に変更した場合でも
様の透明体が得られるという基礎的知見を
得ている。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１．
合体の概念図
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の表面構造が
与える影響を明らかと

、新規な歯科材料の創出に向けて重要な
ことができた。 
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